


物性
Ｘ線不透過性

 (mm Al)

2.63  

溶解量
(μg/mm2)

0 

カルシウム
放出量

188 (μg/ｃm2)

●生体親和性＆カルシウムイオンを放出

●高い封鎖性

●簡単操作

セラカルＬＣは、光重合型レジン強化型ケイ酸カルシウム覆髄材です。

シリンジタイプのため、練和不要で直接適用できます。

光重合型のため、光照射するまで、適切な操作を

行うことができます。

ケイ酸カルシウム、親水性モノマー、疎水性モノマーをＢＩＳＣＯ社独自の製法により配合し、

覆髄に重要な生体親和性、カルシウムイオンの放出、高い封鎖性を可能にした

直接、間接覆髄材料です。

高い封鎖性を有し、辺縁漏洩を防止し、

歯髄を保護します。

ラバーダム防湿のもと、窩
洞形成します。必要に応じ
て洗浄を行います。生理食
塩水を浸した綿球にて露髄
部を軽く圧迫し止血します。
綿球等にて余剰水分を除去
し、濡れていることが分かる
湿潤状態を維持します。
※エアーブローは行わない
   でください。

露髄部及び露髄部周囲象
牙質を1ｍｍ以上覆うよう
に、セラカルLCを厚み
1ｍｍ以下にて積層します。

積層ごとに、光重合20秒間
（500mW/cm2)します。

接着処理、コンポジットレジ
ン修復します。

修復後。

直接覆髄　Dentistry courtesy of  Dr. Mark Cannon

セラカルＬＣを適用した28日後。

デンティンブリッジの形成を

確認することができます。

生体親和性に優れています。

セラカルＬＣの浸透性のある親水性モノマーは、

重合後、組織内液との相互移動を可能とし、

ケイ酸カルシウムから、カルシウムイオンと

水酸化物イオンを放出し、アルカリ環境をつくり、

デンティンブリッジの形成を促進します。
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セラカルＬＣ　親水性ポリマー

歯髄

適応：直接覆髄、間接覆髄

ＢＩＳＣＯ社自社データ

本紙に掲載されている価格は2015年11月4日現在のもの（税抜）です。形態・仕様は予告なく変更することがあります。
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